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第6章 実現に向けて 

１１  基基本本的的なな考考ええ方方  
  
本まちづくり基本方針は、今後の本市のまちづくりを体系的に進めるための基本方針となるもの

です。「扇状地の水とみどりと共に生き、歴史と文化にふれあい、ゆとりを実感できる樹園交流の

まち 南アルプス市」を目標に、市民主導・協働・協調によりまちづくりを進めていくために、次

のように取り組んでいきます。 

 

１１..１１  市市民民主主導導ののままちちづづくくりり  
市民が主体となり、主導的にまちづくりを進めるための支援を行っていきます。 

市民主導のまちづくりを推進する制度としては、都市計画法の改正により創設された都市計画

の提案制度や地区計画等の申し出制度があります。地方分権を背景として、このような市民主導

型の制度体系が整備されつつあり、これら制度を積極的に活用するとともに、市民の発意や活動

を支援する、市としての独自制度についても積極的に検討し、市民主導のまちづくりを推進する

ものとします。 

・市民参加の機会を拡大します。 

・まちづくりに関する情報の提供とそのサービスを充実します。 

・まちづくり活動の拠点となる場の整備をめざします。 

・まちづくり条例等により市民主導のまちづくり・里づくりを支援する仕組みの整備を検討し

ます。 

 

１１..２２  協協働働にによよるるままちちづづくくりり  
まちづくりは、市民・企業・行政の多様な主体の参画によりおこなわれます。このため、市民・

企業・行政は、それぞれの持つ特徴や役割を十分に果たすとともに、主体間の連携や協働により

本方針の実現に取り組みます。 

 

１１..３３  協協調調にによよるるままちちづづくくりり  
市民主導のまちづくりや協働のまちづくりを基本として、多様な主体が参画して、具体的にま

ちづくりを進めるためには、そのための様々なルールが必要となり、ルールに従って、あるいは

ルールを充実しつつまちづくりを進める必要があります。このため、開発事業者をはじめ参画す

る各主体は、そのルールの主旨を理解し、協調してまちづくりの推進に取り組みます。 
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１１..４４  ままちちづづくくりり推推進進のの方方法法  

 

（１） 法制度の活用 

都市計画法の地域地区（用途地域・風致地区など）・地区計画、景観法の景観計画・景観重要

建造物等・景観地区・景観協定、都市緑地法の緑化地域・緑地協定、建築基準法の建築協定など

の法律に基づく制度の積極的な活用を図ります。 

特に、本市は、甲府都市計画区域（線引き都市計画区域）に接し、県人口の減少にあっても、

宅地化の進行がみられ、目標の実現に向けて計画的に土地利用の形成を進めなければなりません。

このため、地域地区制度の内、用途地域の活用とともに特定用途制限地域や建ぺい率・容積率制

限等の用途地域外での制度についても地域の特性に応じて、積極的にその活用の検討を進めるも

のとします。また、地区のまちづくりにおいては、地区計画、建築協定、景観協定や風致地区な

どの活用を図ります。 

 

（２） 独自条例の制定 

法制度を補完して本市独自のまちづくりを推進するルールとして、まちづくり条例の制定をめ

ざします。 

まちづくり条例については、基本理念、市民主導のまちづくり、協働によるまちづくり、協調

によるまちづくりを推進する基本的な仕組み・手続き・ルールを本市の特性を重視して検討し、

その制定をめざします。 

 

■まちづくり条例の基本的構造案■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

基本理念 

 
条例の目的、理念や参画主体の役割、本市
のまちづくりの目標となる基本計画等に
ついて定めます。 

 
・条例の目的・理念・役割 
・まちづくり基本計画 
（市総合計画／まちづくり基本方
針・全体構想・地域別構想等） 

 

 

市民主導のまちづくり 

 

市民が自ら地区の将来像を定め、主導的に
進めるためのまちづくり、里づくり推進の
仕組みを定めます。 

・地区まちづくり、里づくり協議会 
・地区まちづくり・里づくり計画 
・情報提供・専門家派遣などの活動支
援の仕組み 

・地区まちづくり協定、まちづくり・
里づくり基準 

・地区計画申し出制度等 

 
 
協働によるまちづくり 

 

都市施設の整備や街並み景観の形成など、
市民と市の協働によるまちづくり・里づく
り推進のルールを定めます。 

・市民参加による審議会・地区懇談会
の役割と仕組み 
・まちづくり基本計画に基づく都市
計画、景観計画等活用の仕組み 

・地区まちづくり協定、まちづくり・
里づくり基準に基づく事業 
・都市計画市民提案制度等 

 
 
協調によるまちづくり 

 

開発事業等の公正な協議・調整により進め
るまちづくりの仕組みやルールをさだめ
ます。 

 
・開発事業のまちづくり基本計画へ
の適合ルール 

・地区まちづくり協定、まちづくり・
里づくり基準等の地域基準の認
証・協議・調整の仕組み 

基本事項             内     容         対応する仕組み・ルール 
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（３） 手法の組み合わせと連携の強化 

法律に基づく規制誘導手法、都市計画事業などの事業手法及びまちづくり条例などの独自手法

を組み合わせて、目標の達成をめざします。また、事業の実施に当たっては、まちづくり交付金

などの活用を図ります。 

なお、これら施策の展開の際には、県及び周辺都市との連携、市内各地域の連携や施策間の横

断的連携を重視した取り組みを行います。 

 

 

１１..５５  計計画画のの進進行行管管理理  
 

目標や指標の達成状況について管理します。 

まちづくり基本方針は概ね５年ごとに成果を検証し、社会情勢の変化に応じて見直しを行いま

す。見直しに際しては、本方針の実施状況を公表し、市民意向を反映してその検討を進めるもの

とします。 
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２２  目目標標指指標標  
  
目標指標は、目標と成果を市民に具体的に明らかにするとともに、成果を検証し、計画の見直

しを図ることにより、実効性のある計画としていくことをねらいとしています。 

 

■目標指標案■ 
基本方針 指  標 

目標値 
大区分 小区分 

施  策 指標と指標の算出方法 現況値 
H１７ H2７ H3７ 

備 考 
 

まとまりあ
る住宅地の
形成 

・用途地域の指定 
・新たに指定する一団の用
途地域を含む箇所数   

箇所 
１ 

箇所 
２ 

箇所 
３ 

 
土
地
利
用 

まちの中心
づくり 

・まちなかにおける
地域活性化施策 

・まちエリアでのまちづく
り交付金事業等の実施地
区数 

地区 
１ 

地区 
３ 

地区 
５ 

 

自然環境の
保全 ・民有林の保全 ・民有林面積 

ha 
2,478 

ｈa 
2,47７ 

ha 
2,477 

 

歴史資源の
保全・活用 

・歴史資源を活用し
た、公園整備 

・歴史資源と一体の公園整
備箇所数 

箇所 
３ 

箇所 
６ 

箇所 
１０ 

 

安全の緑の
確保 ・防災公園の整備 ・防災公園整備箇所数 

箇所 
１ 

箇所 
１ 

箇所 
２ 

 

・緑地の保全と緑化
の推進 

・都市計画区域内緑地面積 
（法や条例に基づく緑地） 

 
ｈa 
563 

 

ha 
680 

ha 
790  

・河川の親水化 
・河川沿い公園整備 ・河川沿い公園面積 

ha 
１４．７ 

ｈa 
１７．６ 

ha 
２０．０ 

 

・幹線道路の緑化 ・植栽済み道路延長 
Km 

１９．４ 
Km 

２３．７ 
Km 

２６．７ 
 

・公園・緑地の整備 ・市民1人当たり都市公園
面積 

㎡／人 
8.7 

㎡／人 
9.1 

㎡／人 
9.9 

 

ゆ
と
り
の
あ
る
環
境
を
育
む
方
針 

水
と
み
ど
り
の
保
全
・
共
生 

身近に自然
とふれあえ
る緑の整備 

・市民参加による緑
の管理 ・緑化推進市民団体数 

団体 
１５ 

団体 
２０ 

団体 
２５ 

 

眺望景観の
確保 ・眺望地点の整備 

・南アルプス、富士山、八
ヶ岳、甲府盆地等を眺め
ることのできる眺望地点
整備箇所 

箇所 
６ 

箇所 
１０ 

箇所 
１５ 

 

・地区における景観
計画・景観ルール
の策定 

・景観法による景観計画の
策定地区若しくは景観ル
ールを有する地区計画の
区域数 

地区 
１ 

地区 
４ 

地区 
７ 

 景
観 
形
成 地区景観の

形成 

・道路沿道の景観形 
 成 

・屋外広告物の規制ルール
が適用された路線(地区)
数 

路線 
０ 

路線 
２ 

路線 
４ 

 

歴史・文化
資 源 の 保
全・活用 

・歴史文化資源の保
全と周辺整備 

・歴史文化資源をめ
ぐる散策路の整備 

・サイン・案内板及び安全
な歩行者空間の確保され
た歴史文化資源散策道路
延長 

Km 
2 

Km 
４２．３ 

Km 
１００ 

 

個
性
と
魅
力
あ
る
環
境
を
整
え 
る
方
針 

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り 

歴史・文化
の市民まち
づくり 

・市民活動支援 ・地域の歴史文化のまちづ
くり推進活動市民団体数 

団体 
１０ 

団体 
１５ 

 
団体 
２0 
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基本方針 指 標 

目標値 

備 考 
 

大区分 小区分 
施  策 指標と指標の算出方法 現況値 

H１７ 
H2７ H3７  

小 売 商 業
環境 

・街なか商業の活性
化 

・街なか商業地での地区マ
ネージメント活動団体数 

団体 

０ 

団体 

２ 

団体 

2 

 

・農業就業戸数 
・農業の担い手の確保状況
を示す（市内の総農家
数・出典農林業センサス） 

戸数 
4,401 

戸数 
3,700 

戸数 
3,150 

 

 

産
業
環
境
整
備
の
方
針 

農業環境 

・地域産地のブラン
ド化の推進 

・市内の産物を使った加工
品の数 

品目 

６ 

品目 

１０ 

品目 

１５ 

 

自 然 災 害
対策 

・河川水路整備 
・河川整備率 
（市内準用河川整備済み
延長率） 

％ 

４２．７ 

％ 

５０．０ 

 

％ 
５８．５ 

 

 

防
災
ま
ち
づ
く
り 

防災体制 
・火災や災害時の安
全対策に関する住
民満足度 

・住民アンケート調査にお
いて「満足」または「や
や満足」と回答した人の
比率 

％ 
１０．５ 

  
 ％ 

２０．０ 

 

 
％ 

３０．０ 

 

 

・都市公園のトイレのバリ
アフリー化 

％ 
５３．８ 

％ 
７５．０ 

％ 
８５．０ 

 福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

バ リ ア フ
リ ー の ま
ちづくり 

・施設・空間のバリ
アフリー化 

 
・歩道のバリアフリー化 

％ 

６６．５ 

％ 

７５．０ 

％ 

８５．０ 

 

・ごみの総量削減 
・市民1人あたりのごみ減
量化の取組状況 

ｇ 

２３６ 

 

ｇ 
２６０ 

 

 

ｇ 
２８６ 

 

 

循 環 型 社
会の形成 

・一般廃棄物のリサ
イクル率 

・ごみの再資源化への取り
組み状況を示す 

 

％ 
１７．３ 

 

％ 

２３．６ 

 

％ 
２６．３ 

 

 

循
環
型
ま
ち
づ
く
り 

水環 境 の
保 全 ・ 回
復・利用 

・水質の確保 
 

・河川の水質 
（河川調査地点での平均
ＢＯＤ観測値） 

Mg/l 
４．５ 

Mg/l 
３．３ 

Mg/l 
３．３ 

 

・幹線道路整備 ・幹線道路整備率 
％ 

５６．９ 
％ 

６５．１ 
％ 

７０．８ 

 

・生活道路整備 ・歩道整備延長率 
％ 

８．４ 
％ 

９．０ 
％ 

９．５ 

 

交通体系 

・公共交通整備 
・バス等公共交通市民満足  
度 

％ 
１３ 

％ 
２５ 

％ 
３０ 

 

快
適
で
安
心
の
暮
ら
し
を
支
え
る
方
針 
 

生
活
基
盤
の
整
備 

下水道 ・下水道整備 ・生活排水水洗化率 
％ 

７３．６ 

％ 

８０．８ 

 

％ 
１００ 
 

 

注：「住民アンケート調査」は総合計画から引用 
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